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パリ協定の「1.5℃目標」：気温上昇を1.5℃未満に

パリ協定（2015年、COP21）
気温上昇を産業革命前と比べて 2℃を
十分下回り、1.5℃に抑える努力を追求
すること

COP26 グラスゴー気候合意（2021年）
深刻化している気候危機を踏まえ、努
力目標であった 1.5℃を追求する決意
を示し、1.5℃が事実上の目標となる
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オーバーシュート＝気温上昇が一時的に1.5℃を超過すること
数年以内に産業革命前の水準から1.5℃を上回る見通し
1.5℃を超えるとさまざまなリスクや影響が深刻に

海面上昇、生態系の喪失、森林火災など
不可逆な地球環境の転換点（ティッピングポイント）を迎え
る可能性

オーバーシュートの規模と期間をなるべく抑えるのが、私たちに
残された最善の選択肢
炭素除去が必要となるものの、排出削減に代わるものではない。
排出削減と適応にしっかりと取り組むことが必要
公平性のもとでの、強い政治的な決意、多国間での取り組み、効
果的な政策と資金が必要

UNEP報告書：1.5℃目標を諦めてはならない
UNEP（国連環境計画）『Limiting Overshoot』（2026年9月発表）

出典：レポート『Limiting Overshoot』

https://www.unep.org/en/publications/report/limiting-overshoot-navigating-exceedance-15degc-and-pathways-towards-return


気候変動による「損失と損害」に対応するために

複合的な危機によるものだが、気候変動が氷河崩落を引

き起こした要因の一つ

ネパールのGHG排出量は世界全体の0.1％に満たないが、

気候変動による甚大な被害を受けている

気候正義（Climate Justice）を求める声が上がる

ネパールでの大規模洪水（2026年8月26日）

損失と損害への対応：「損失と損害」基金の拡充など

将来の災害への備え：適応策の強化

被害の拡大を食い止める：大規模な温室効果ガス排出削減の実施。化石燃料からの脱却、再生可

能エネルギーの導入拡大、電化など

拡大する「損失と損害」に対応するため必要なこと
The Kathmandu
Post
記事

https://kathmandupost.com/national/2026/08/26/major-flood-damages-syabrubesi-hydropower-projects-in-rasuwa


Pre-COP31：団結が力になる

議長国トルコ、交渉議長オーストラリア（Pre-COP主催）、Pre-COP共催国フィジー・ツバルなど27ヵ国が賛同

「タク・パカソア宣言（The Taku
Pakasoa
Declaration:
Strength
in
Unity）」

1.5℃目標に関する内容（抜粋）
パリ協定のすべての締約国に対し、この
重要な10年において、「1.5℃を射程内に
収める」ための共同の取り組みを加速さ
せることを求める
科学的知見は明白で、オーバーシュート
の規模と期間を最小限とするための排出
削減が必要とされている

タク・パカソア宣言

https://www.cop31-pacific.com/taku-pakasoa


COP31で期待されること

緩和や適応、公正な移行など各議題において、「実施」を進めるための議論が進むこと

各国リーダーたちによる、1.5℃目標達成に向けた具体的なコミットメントがなされること

最終合意文書に「1.5℃目標」に関する内容が盛り込まれること

オーバーシュートへの対応

各国が気候危機に向き合い、1.5℃目標達成のために、国際協調のもとで必要な対策をおこな

うという強い決意
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